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水産庁受託[我が国周辺水域資源調査推進事業] 平成26年度資源評価結果 

資料２－１ 



資源評価の手順 

年齢査定 月別体長別漁獲尾数(～2013) 

年齢別資源尾数・漁獲係数(～2013) 

将来(2014～)の資源尾数・漁獲係数・資源量・漁獲量 

種苗放流尾数 放流魚混入率 

放流由来0歳魚尾数 

添加効率 

2015年の生物学的許容漁獲量(ABC) 

コホート解析(チューニング) 

再生産成功率 

年別年齢別漁獲尾数(～2013) 

コホート解析前進法 
放流効果 

漁業養殖業生産統計年報 
月別灘別漁法別水揚量 
月別灘別漁法別体長組成 

ABC以外の管理方策 
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漁獲/操
業隻日 



灘別漁獲量(年別) 
3/16 

水
道←

西
部
東
部→
水
道 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

1
9
6
8

1
9
6
9

1
9
7
0

1
9
7
1

1
9
7
2

1
9
7
3

1
9
7
4

1
9
7
5

1
9
7
6

1
9
7
7

1
9
7
8

1
9
7
9

1
9
8
0

1
9
8
1

1
9
8
2

1
9
8
3

1
9
8
4

1
9
8
5

1
9
8
6

1
9
8
7

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

漁
獲

量
(ト
ン

)

周防灘

伊予灘

安芸灘

備後芸予瀬戸

燧灘

備讃瀬戸

播磨灘

大阪湾

紀伊水道



0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

2
月

4
月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

4
月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

4
月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

4
月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

4
月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

4
月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

4
月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

4
月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

4
月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

4
月

6
月

漁
獲
量

(ト
ン

)

周防灘

伊予灘

安芸灘

備後芸予瀬戸

燧灘

備讃瀬戸

播磨灘

大阪湾

紀伊水道

4/16 

2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 

灘別漁獲量(月別) 

2012年 2013年 

水
道←

西
部
東
部→

水
道 

2014年 
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月別尾叉長別漁獲尾数(2010～2011年)千尾 
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2010年1月 

2010年2月 

2010年3月 
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2010年5月 

2010年6月 

2010年7月 

2010年8月 

2010年9月 

2010年10月 

2010年11月 

12月 

2011年1月 

2011年2月 

2011年3月 

2011年4月 
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0歳魚かなり多い 0歳魚少ない 
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0歳魚や
や多い 

0歳魚少ない 

2歳魚多獲 

1歳魚多獲 

1歳魚多獲 
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2008年、2010年、2012年
生まれ 

2002年生まれ 
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←

高
位→

 ←

中
位→

 ←

低
位→

 

資源水準は低位(最高～最低三分)、動向は増加(5年の推移) 
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 2015年漁獲量   基準 年齢平均F値 漁獲割合 

ABC(生物学的許容漁獲量)と将来予測 

●○破線:1,000回試算の上下10％、点線:10回の例 

加入量(=0歳魚発生尾数)の多寡に応じて成長を遅速させた 

上限値で漁獲 目標値で漁獲 現状の漁獲圧を継続 

漁獲の強さ別の将来５年間の資源量予測 

上限値(limit)     1,086トン    Frec  0.55  25% 

目標値(target)     917トン   0.8Frec    0.44  21% 

(現状を継続      1,742トン    Fcurrent 1.14  40%)    
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種苗放流と添加効率(=種苗が漁業資源に育つ割合) 
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D／A = E 
B  ×  C  =  D 

A B C D E 

大型 小型 大型 小型
2002 82,992 51,000 9,099 66,300 121 1,205 2.5 30 0.25
2003 83,493 94,000 15,689 123 518 16.1 83 0.68
2004 36,000 40,273 20,000 81 595 4.0 24 0.29
2005 113,419 42,086 3,000 156 607 3.2 19 0.12
2006 104,781 41,800 147 566 8.7 49 0.34
2007 216,532 53,468 80,000 290 482 7.0 34 0.12
2008 118,947 73,019 20,000 197 962 1.8 17 0.09
2009 163,248 67,088 41,000 241 757 2.2 17 0.07
2010 164,922 18,000 34,830 204 1,367 2.0 27 0.13
2011 126,525 7,690 134 639 3.2 20 0.15
2012 54,000 32,000 14,000 76 1,267 0.9 11 0.15
2013 60,000 18,000 78 1,259 0.4 5 0.06

2002～2013年の平均 154 4.3 0.20
※ 有効放流尾数=大型放流尾数+小型放流尾数/4。
※ 1歳時の放流魚混入率のうち2013年は0歳魚の値で代用。

年
有効放流

尾数

（千尾）

1歳時の放

流魚混入

率(%)

種苗放流尾数
東部 西部 添加効率

放流由来

0歳魚

（千尾）

9月1日の0歳
魚資源尾数

（千尾）



0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2 1.40

100

200

300

400

500

漁獲割合(=漁獲量／資源量) 

種
苗
放
流
尾
数(

千
尾) 

漁獲割合40→42% 
放流15万→45万尾 
→資源量3,500トン 

放流15万→0尾 
漁獲割合40→39% 
→資源量3,500トン 
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漁獲割合40% 
放流15万尾 
→資源量3,500トン 

11% 20% 27% 32% 37% 41% 44% % 

漁獲圧の増減と種苗放流の効果の関係(2015年～) 



0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2 1.40

100

200

300

400

500

漁獲割合(=漁獲量／資源量) 

種
苗
放
流
尾
数(

千
尾) 

漁獲割合41→43% 
放流15万→21万尾 
→資源量953トン 
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漁獲割合41% 
放流15万尾 
→資源量953トン 

13% 22% 29% 34% 39% 43% 46% % 

漁獲圧の増減と種苗放流の効果の関係(1998年～) 



年齢別漁獲物平均体重と資源尾数の年齢組成 
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資源の減少に伴って個体の成長が速くなった 

資源尾数の大半は3歳魚までで占められている 
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2002～2011年度 資源回復計画 目標達成 
2011年の資源量は4,276トン(=2000年の2.8倍) 

ABC以外の管理方策 

現状： 
資源水準  低位 
動向   増加 
年齢組成  若齢主体 
体長   大型 
成熟開始  早熟 

本格回復の指標： 
 
 
→ 高齢魚まで 

→ 今より小型 
→ 晩熟 
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特に若齢魚に対して現状以上の漁獲規制を実施・継続し、
資源量をより増加させることが望ましい 

2013年の資源量は4,926トン(5,900トン以上 中位水準) 



 資料２－２  
 

  

平成 2６年度 瀬戸内海サワラ共同種苗生産・中間育成・放流結果 

 

瀬戸内海海域栽培漁業推進協議会 事務局 
 （公社）全国豊かな海づくり推進協会 

 

 瀬戸内海海域栽培漁業推進協議会は、（独）水産総合研究センターの技術指導・協力のもと（「サワラ

共同種苗生産における施設使用に関する協力協定」を締結）、瀬戸内海漁業調整事務所の協力を得ながら、

関係府県の連携・協力体制を一層強化して３年目の共同種苗生産に取り組んだ。 

 

１．サワラ共同種苗生産・中間育成・放流の計画と結果 

（１）取り組み計画 

・種苗の生産目標数を１２万尾として種苗生産に取り組む。 

  ①水研センター屋島庁舎にて１０万尾を生産  ②大阪府水産技術センターが２万尾を生産 

・中間育成は、放流サイズ７０ｍｍを目標に関係府県の地先で漁協等が取り組む。 

 （中間育成・放流を大阪府、兵庫県、岡山県、香川県、愛媛県、大分県で実施） 

 

（２）共同種苗生産および中間育成・放流結果 

・採卵は香川県と大阪府が担当した。大阪府水産技術センターでの生産には大阪府が５月７日、１３日

に得た約３０万粒を使用し、屋島庁舎での生産には香川県が５月１３日に得た約４５万粒を使用した。 

・屋島庁舎における共同種苗生産では７０千尾を生産し、大阪府では３９千尾を生産した。 

・合計１０９千尾のうち大阪府が１２千尾を直接放流し、９７千尾を各府県で中間育成の後６月１４日

から６月２４日の間に合計７２千尾を放流した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．サワラ共同種苗生産３カ年（平成 24～26 年度）の実施概要（別紙） 

府県
生産尾数
（千尾）

配付尾数
（千尾）

放流尾数
（千尾）

平均サイズ
(mm)

放流日
中間育成
日数（日）

放流場所

兵庫県（五色） 8 8 80.0 6/20（金） 10 五色町

兵庫県（坊勢） 12 11 66.0 6/20（金） 10 家島町

岡山県 70 20 15 77.1 6/18（水） 8 日生町

香川県 (屋島庁舎） 7 6 87.5 6/21（土） 11 さぬき市

愛媛県 13 9 74.7 6/24（火） 14 今治市

大分県 10 8 70.1 6/17（火） 7 日出町

屋島生産計 70 70 57 66.0-87.5

2 2 38.2 6/7（土） 直接放流 谷川地先

10 10 35.4 6/7（土） 直接放流 谷川地先

27 15 75.4 6/14（土） 7 関空周辺他

協議会計 109 109 84 35.4-87.5

大阪府 39

　表　平成26年度　瀬戸内海におけるサワラ種苗生産・中間育成・放流結果



サワラ共同種苗生産３カ年（平成 24～26 年度）の実施概要 

 

瀬戸内海海域栽培漁業推進協議会 

 

 瀬戸内海海域栽培漁業推進協議会（以下、協議会）は、（独）水産総合研究センター（以下、水研センター）

屋島庁舎及び大阪府水産技術センターにおいて合計１２万尾を目標にサワラ共同種苗生産に取り組んできた。  

 平成 24 年度から３カ年の 11 府県連携による種苗生産の成果は以下のとおり。 

 

１．種苗生産・放流尾数の成果 

 生産された種苗を関係５府県が放流適正サイズまで中

間育成の後放流した（右表）。 

 

２．屋島庁舎での共同種苗生産の取り組み成果 

 ①採卵：香川県、香川県漁業者が中心となり実施。 

 ②餌となるシラスの確保 

  香川県が中心となって実施。確保ルートの拡大。 

 ③餌となるマダイ受精卵の確保 

  H24 年度は大阪府、和歌山県、兵庫県の受精卵を海づくり協会が輸送-水研センターがバックアップ。 

H25 年度には大阪府、和歌山県、兵庫県（2 箇所）、山口県の各栽培漁業センターから受精卵を確保。輸

送は大阪府、香川県、兵庫県、瀬戸内海漁業調整事務所、海づくり協会が連携し実施。なお、山口県か

らの受精卵は梱包輸送。 

 ③H26 年度は香川県が受精卵を確保-大阪府・兵庫県がバックアップ。 

 ④冷凍ワムシの供給：大阪府、和歌山県、岡山県、山口県、香川県、愛媛県、福岡県、大分県から供給。 

 ⑤生産管理者・同補助者体制の構築：専任の生産管理者による統括体制の整備。 

 ⑥生産技術研修員の派遣： 

  兵庫県、山口県、徳島県、愛媛県、福岡県、海づくり協会から研修員を派遣（毎年約４５人日）。 

 ⑦経費負担：負担額は(H24 年度)1,105 千円、(H25 年度)1,550 千円、(H26 年度)1,720 千円。 

 

３．種苗生産技術の進歩 

 ①種苗生産の自立化（水研センターの技術指導を受け）。 

 ②シラスの確保ルートの拡大と調餌技術の開発。 

 ③冷凍ワムシの活用による飼育技術の開発。 

 ④健全な種苗の生産（「今までの種苗で一番元気がある！」中間育成実 

  施漁業者より）の確立へ。 

                                       

４．注目を集めた共同種苗生産 

 サワラ共同種苗生産の取り組みは平成 24 年度「水産白書」で取り上げられ、また、平成 26 年 5 月には

水産庁・水産政策審議会企画部会（山下東子会長）の委員の視察が行われるなど、県の枠を越えた栽培漁業の

取り組みのモデル的なプロジェクトとして大きな注目を集めた。 

協議会サワラ共同種苗生産・放流結果（H24～26）  

年度 
生産尾数 

（千尾） 

放流尾数（千尾） 

育成放流 直接放流 計 

H24 130 68 16 84 

H25 111 78 0 78 

H26 109 72 12 84 

写真．サワラ種苗 





資料２－３ 

平成２６年度 サワラ瀬戸内海系群の資源 
管理に関する取組の実施状況等について 



○漁獲管理措置(平成２６年度)

兵庫県 

岡山県 

広島県 

山口県 

徳島県 

香川県 

愛媛県 

福岡県 

大分県 

大阪湾 

紀伊水道 

播磨灘 

備讃瀬戸 

燧灘 

安芸灘

伊予灘 

宇和海 

周防灘 

ひき縄等 

(和歌山・徳島・兵庫) 

5/15～6/20さわら目

的の操業禁止 

さわら流し網漁業(兵庫・岡山・徳島・香川) 

9/1～9/30休漁 

ひき縄漁業(兵庫・岡山・香川) 

9/1～11/30さわら目的の操業禁止 

はなつぎ網漁業(兵庫) 

漁獲量の上限設定(40ﾄﾝ) 

さわら船曳網漁業(岡山) 

漁獲量の上限設定(2ﾄﾝ) 

さわら流し網漁業 

(岡山・香川) 

9/1～9/30休漁 

ひき縄漁業(岡山・香川) 

9/1～11/30さわら目的の

操業禁止 

さわら流し網漁業 

(広島・山口・愛媛) 

9/1～9/30休漁 

さわら流し網漁業 

(山口・福岡・大分) 

5/1～5/31休漁 

さわら流し網漁業 

(山口・愛媛・大分) 

5/16～6/15休漁 

さわら流し網漁業(広島・香川・愛媛) 

9/1～9/30休漁 

さごし流し網漁業(愛媛) 

全面休漁 

さごし巾着網漁業(広島) 

漁獲量の上限設定(46ﾄﾝ) 

※斜線部分は、春漁を規制 

※さわら流し網の網目１０．６ｃｍ以上(瀬戸内海全海域共通) 

さわら流し網漁業(愛媛) 

5/1～5/31休漁 

さごし・めじか流し網漁業（愛媛） 

8/1～9/30休漁 

ひき縄等（和歌山・徳島） 

5/15～6/20さわら目的

の操業禁止 

さわら流し網漁業(大阪) 

6/5～7/11休漁 

ひき縄漁業(大阪・兵庫) 

5/25～6/30さわら目的

の操業禁止 

大

阪

府 

和

歌

山

県 

紀伊水道外域 



平成２６年度サワラ放流効果調査実施計画書

１ 目 的
人工生産したサワラの放流効果を把握するため、さわら流し網を用いて試験操業を

行う。

２ 実施機関
岡山県農林水産総合センター 水産研究所

３ 漁 法
さわら流し網を用いた採捕

４ 内 容
（１）時期と回数

・第１回目 平成２６年 ９月２２日（予備日２３日）
・第２回目 平成２６年 ９月２９日（予備日３０日）
・第３回目 平成２６年１０月 ６日（予備日 ７日）
・第４日目 平成２６年１０月１４日（予備日１５日）

以上、４日間実施予定（１隻×４日）
※天候の状況等により、日程に変更が生じる場合あり。

（２）調査協力者
牛窓町漁業協同組合 廣田 均

（３）使用漁船
OY2-633（第八十八大漁丸） 9.1トン

（４）操業方法
各実施日１隻、１回操業(概ね17 00～22 00の間): :

（５）使用網
網目：2.7寸（8.2cm） 長さ：10反

（６）調査予定海域
黄島沖以東の岡山県海面

（７）担当者及び連絡先
・岡山県瀬戸内市牛窓町鹿忍6641 6 (TEL：0869 34 3074)- - -

岡山県農林水産総合センター水産研究所 竹本
・岡山県岡山市北区内山下2 4 6 (TEL：086 226 7446)- - - -

岡山県農林水産部水産課振興班 樫東
（８）その他

調査当日は、水産研究所もしくは水産課職員が乗船する。

５ 瀬戸内海広域漁業調整委員会への報告
播磨灘では、瀬戸内海広域漁業調整員会指示により、サワラを目的とした流し網漁

業について9月1日から9月30日の間の操業の禁止及び10.6cm以上の網目の使用が規定
されているため、当該委員会へ調査実施計画書を提出するとともに、調査結果につい
て報告する。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	資料
	スライド番号 1
	資料
	資料１－１（H26）



